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腫瘍センターが利用しやすくなりました

医学部附属病院３階にあります。
お気軽にご相談ください。

がん相談支援室

総合がん・緩和ケア
外来ブース

事務室

東京医科歯科大学医学部附属病院の腫瘍センターは、2012年7
月に開設した中央診療部門の一つで、①化学療法、②緩和ケア、
③がん相談支援、④がん診療連携、⑤がん登録の5部門で活動して
います。2013年6月には、外来3階の旧医療福祉支援室跡に、緩
和ケア部門とがん相談支援部門が移動し、総合がん・緩和ケア外来
ブースとがん相談支援室および患者さん対応の事務室を開設しまし
た。外の壁には掲示板を設け、患者さん向けのパンフレットなどを常
時準備しています。がんに関するご相談がございましたら、どうぞお
気軽にお立ち寄りください。電話でのご相談もお受けしております。
また他の医療・福祉機関からのご相談にも対応しておりますので、
どうぞお気軽にお問い合わせください。（☎03-5803-4008）                             

事務室

医学部附属病院３階にあります。

総合がん・緩和ケア
外来ブース

がん相談支援室
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本部門では、がん化学療法管理者会、レジメン審査委員会、外来化学療法・注射センターWG
の3つの組織で、レジメン審査・登録、外来化学療法の運用等を行っています。

3階の専用ブースで、総合がん・緩和ケア外来を行っています。当面、初診の患者さんは金曜日
の午前中、腫瘍センター長の三宅先生が外来を担当させていただきますが、これ以外の時間帯で
もできるだけ対応しています。

院内外の患者さん・ご家族のがんの相談に対応しています。今までは5階の腫瘍センターでの対
応でしたが、6月からは3階に専用の面談室も開設しました。また、がんに関する様々なパンフレッ
トも準備しています。がん患者団体支援機構との共催で、がんサロンを毎月1回第4水曜日13時
30分～ 15時30分にA棟5階会議室で開催しています。

毎月第3木曜日（緩和ケアリンクナース会議と同じ日）の18時～ 19時に、キャンサーボードを開
催しています。講演会や情報提供の場として、歯学部を含む多職種のスタッフが参加しています。
今後は症例検討なども行い、医科歯科のがん診療における連携体制を 強化するよう活動を継続し
ます。

5階の腫瘍センターでは、毎日がん登録を行っています。がん登録は拠点病院の要件でもある院
内がん登録と東京都に報告する地域がん登録があります。院内がん登録は病院のがん診療の質を
示すもので、国立がん研究センターに報告します。

化学療法部門

緩和ケア部門

がん相談支援部門

がん診療連携部門

がん登録部門

1
2
3
4
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御茶の水通信

東京医科歯科大学医学部附属病院の理念と基本方針
●理念： 安全良質な高度・先進医療を提供しつづける、

社会に開かれた病院
●目標： 1．患者中心の良質な全人的医療の提供

2．人間性豊かな医療人の育成
3．高度先進医療の開発と実践
4．国民のニーズに応える開かれた病院

医療連携支援センター
（地域連携室）

TEL : 03-5803-4655
FAX : 03-5803-0119

No.4

●紹介患者さんのスムーズな受け入れ
●難病治療部の初診予約受付
●一般診療の初診予約受付
●入院・退院患者さんとそのご家族のサポート
●その他の医療・福祉相談

医療連携支援センターの役割 TOPICS
●病院長からのごあいさつ
●事前予約の流れが変わりました
●インタビュー　耳鼻咽喉科／喜多村 健教授　肝胆膵外科／田邊 稔教授
●医療連携支援センター新メンバー紹介
●腫瘍センターが利用しやすくなりました

財団法人日本医療評価機構 認定病院

医学部附属病院
Tokyo Medical and Dental University

病院長のご挨拶

医師・看護師など医療系人材の不足が続く中で、限られた医療資源を有効に活用し、
地域のニーズに合った医療供給体制を設計するためには、各医療機関の皆様との連携が
大切です。当病院では患者さんの利便性を第一に考えるように努め、初診予約から退院時
の医療・福祉相談まで、総合的な医療サービスを提供するために、より良い医療連携を
構築したいと考えております。これを実現するためにも各医療機関の皆様のお力添えが不
可欠ですので、何卒ご協力のほどお願いいたします。

病院長からのごあいさつ
医学部附属病院長　田中雄二郎

病院長のご挨拶



医療連携支援センター

病診
連携

連携
パス

地域医療機関との
連携（患者さんの
紹介や受診の事前
予約、紹介状の返 
書管理など）を行い
ます。

地域連携室
患者さんやその家
族が抱える不安・
疑問・苦情などに対
応します。

患者相談室
患者さん・御家族
が安心して治療を
受け、療養ができる
よう助成制度の活
用などの相談・支援
を行います。

医療福祉支援室

医療連携支援センターは「地域連携室」、「患者相談室」、
「医療福祉支援室」の3つの部門に分かれています。

 FAX : 03-5803-0119
TEL : 03-5803-4655
 午前8時30分～午後4時

※土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～ 1月3日）を除きます。
受診日当日の予約は出来ません。翌日分の予約は午後2時まで
にお願い致します。

※時間外・休日等にFAXで頂きました予約申込書は翌診療日のご
連絡とさせて頂きますのでご了承願います。

FAXと電話予約受付時間

医療機関の予約申込みの流れ

申込方法
当院HPより「申込書」をダウンロードしていただき、必
要事項を記載の上、診療情報提供書と一緒にFAXで
送信してください。

お電話での申し込みも受け付けております。

外来診療予約票のFAX受信
受付後、すみやかに折り返しFAXで「外来診療予約票」
を返送致します。返送後、確認のためお電話させてい
ただきます。
● 受診希望日についてはご希望に添えない場合がござ
います。
●  状況により予約日時の確定に時間を要する場合は、
その旨を電話にてご連絡させて頂きます。

患者さんに予約票を渡す
予約日・時間をご確認のうえ紹介患者さんに「外来診
療予約票」をお渡し下さい。

予約当日の持ち物確認
予約日当日は保険証、受給者証、予約票、診療情報提
供書、検査データ、画像（CD-ROM、フィルム）など
をお持ちいただけますよう患者さんにお伝えください。

TEL: 03-5803-4655

FAX: 03-5803-0119
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事前予約の流れが変わりました

医療連携支援センター紹介元医療機関
「申込書」・「診療情報提供書」を
ダウンロードして予約申し込み

外来診療予約票・
診療情報提供書
持参

外来診療予約票、
診療情報提供書

紹介状の
依頼

外来診療予約票を返送
（FAX）

東京医科歯科大学
医学部附属病院

患者さんから医療連携支援センターへの流れ
医療連携支援センターから患者さんへの流れ

予約受診

患者さん
受診する
診療科

FAX・TEL
FAX

❶

❷
❸❹

申込書を
ダウンロード
して下さい

医療機関から紹介していただいた患者さんの待ち
時間を短縮し、よりスムーズに受診していただくた
めに、事前予約のシステムが一部変更となりました。
申込書と診療情報提供書も新しくなりましたので、
ホームページよりダウンロードしてご利用ください。
http://www.tmd.ac.jp/medhospital/renkei/
renkei/yoyaku/iryou.html

医療連携支援センターでは、さらなるサービスの向上をめざし、
４人の新しいメンバーを迎えました。医療機関の皆様、どうぞよろしくお願いします。

「申込書」
「診療情報提供書」
も新しくなりました。

小林奈津江
（こばやし　なつえ・地域連携掛）
医療関係の仕事は初めてですが早く仕
事を覚えて皆さんのお役に立てるように
なりたいと思います。皆様からＦＡＸで
送られる申込書をもとに、迅速に手続き
を進めます。

西村友孝
（にしむらともたか・医療福祉支援掛長）
病院勤務は初めての経験ですが、早く
慣れるように日々精いっぱい努力してお
ります。関連病院の皆様からのご意見な
どもぜひお聞かせください。サービス改
善に活かします。

嘉数明子
（かかず　あきこ・地域連携掛）
まだまだ覚えることばかりですが、精一
杯頑張ります。よろしくお願いいたしま
す。電話でお待たせしないように努力し
ています！

三好直子
（みよしなおこ・地域連携掛長）
明るい笑顔でていねいに接することを心
がけています。患者さんとそのご家族、
関連病院の皆様のお役に立てるように
がんばります。

よろしくお願いします！

当病院の診療科教授からのメッセージです当病院の診療科教授からのメッセージです

当病院の耳鼻科はめまいや難聴を訴えて受診される患者さんがたくさん
ご利用されています。耳はデリケートな器官で傷つきやすく、それが原因で
炎症を起こしてしまうと聴覚だけでなく、バランス感覚にも影響を及ぼしま
す。めまいの原因はいろいろ考えられますので、多面的に患者さんの症状を
診て、正しい治療を行う必要があります。当科では耳鼻科が扱う病気をオー
ルラウンドに治療できるように他科との連携を大切にしています。診断がつ
かない症例、困った症例などがありましたら、いつでもご相談ください。

喜多村　健 先生
耳鼻咽喉科教授

2013 年4 月より東京医科歯科大学肝胆膵外科教授に着任
しました。前職の慶應義塾大学病院で培った低侵襲治療や難治
癌に対する高難度手術の経験を生かして、より多くの患者さんの
ニーズに応えたいと考えております。また、科学的エビデンスに
基づいたデータや画像を用いて患者さん自身が治療法を正しく理
解し選択できるように、わかりやすい説明を心がけています。肝
胆膵領域でご相談があれば、いつでもお気軽にご連絡ください。

田邉　稔 先生
肝胆膵外科教授

Topics
3
医療連携支援センター新メンバー紹介

取り扱うおもな疾患
聴覚障害、耳鳴、めまい・平衡障害、真珠腫性中
耳炎、花粉症を含むアレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、
扁桃の病巣感染、声帯ポリープ、甲状腺疾患、唾液
腺疾患、口腔、咽頭、頸部の腫瘍、嚥下障害 など。

おもな診断・治療法
難聴症例の難聴遺伝子解析、突発性難聴に高気圧
酸素治療、耳鳴にTRT 療法、良性発作性頭位めま
い症に頭位治療、通常の気導補聴器で補聴効果が
得られない症例には埋め込み型骨導補聴器、アレ
ルギー性鼻炎にレーザー治療 などを行います。

取り扱うおもな疾患
肝腫瘍（肝細胞がん、肝内胆管がん、転移性肝がん、等）、
膵腫瘍（膵がん、膵内分泌腫瘍、等）、膵粘液嚢胞性腫瘍
（IPMN）、胆管がん、胆嚢がん、胆嚢 ポリープ、胆嚢・胆
管の炎症性疾患、胆石症、胆管結石症、先天性胆道拡張
症、急性・慢性膵炎、脾腫、門脈圧亢進症、肝不全など。

おもな診断・治療法
CT、MRI、超音波、内視鏡、PETなどで診断。当院は年間
約140例の肝切除、40例の膵切除を行う国内でも有数の
施設です（2011年）。肝切除における３次元画像支援ナビ
ゲーション、高度進行がんに対するオーダーメイド治療、
低侵襲な腹腔鏡下手術、など先進的医療を行っています。
肝不全の患者さんには、肝移植の適応評価を行っています。

耳鼻咽喉科
教授

インタビュー

新任教授
インタビュー

ご存知でした？

Topics
1

Topics
2



医療連携支援センター

病診
連携

連携
パス

地域医療機関との
連携（患者さんの
紹介や受診の事前
予約、紹介状の返 
書管理など）を行い
ます。

地域連携室
患者さんやその家
族が抱える不安・
疑問・苦情などに対
応します。

患者相談室
患者さん・御家族
が安心して治療を
受け、療養ができる
よう助成制度の活
用などの相談・支援
を行います。

医療福祉支援室

医療連携支援センターは「地域連携室」、「患者相談室」、
「医療福祉支援室」の3つの部門に分かれています。

 FAX : 03-5803-0119
TEL : 03-5803-4655
 午前8時30分～午後4時

※土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～ 1月3日）を除きます。
受診日当日の予約は出来ません。翌日分の予約は午後2時まで
にお願い致します。

※時間外・休日等にFAXで頂きました予約申込書は翌診療日のご
連絡とさせて頂きますのでご了承願います。

FAXと電話予約受付時間

医療機関の予約申込みの流れ

申込方法
当院HPより「申込書」をダウンロードしていただき、必
要事項を記載の上、診療情報提供書と一緒にFAXで
送信してください。

お電話での申し込みも受け付けております。

外来診療予約票のFAX受信
受付後、すみやかに折り返しFAXで「外来診療予約票」
を返送致します。返送後、確認のためお電話させてい
ただきます。
● 受診希望日についてはご希望に添えない場合がござ
います。
●  状況により予約日時の確定に時間を要する場合は、
その旨を電話にてご連絡させて頂きます。

患者さんに予約票を渡す
予約日・時間をご確認のうえ紹介患者さんに「外来診
療予約票」をお渡し下さい。

予約当日の持ち物確認
予約日当日は保険証、受給者証、予約票、診療情報提
供書、検査データ、画像（CD-ROM、フィルム）など
をお持ちいただけますよう患者さんにお伝えください。

TEL: 03-5803-4655

FAX: 03-5803-0119

1

2

3

4

事前予約の流れが変わりました

医療連携支援センター紹介元医療機関
「申込書」・「診療情報提供書」を
ダウンロードして予約申し込み

外来診療予約票・
診療情報提供書
持参

外来診療予約票、
診療情報提供書

紹介状の
依頼

外来診療予約票を返送
（FAX）

東京医科歯科大学
医学部附属病院

患者さんから医療連携支援センターへの流れ
医療連携支援センターから患者さんへの流れ

予約受診

患者さん
受診する
診療科

FAX・TEL
FAX

❶

❷
❸❹

申込書を
ダウンロード
して下さい

医療機関から紹介していただいた患者さんの待ち
時間を短縮し、よりスムーズに受診していただくた
めに、事前予約のシステムが一部変更となりました。
申込書と診療情報提供書も新しくなりましたので、
ホームページよりダウンロードしてご利用ください。
http://www.tmd.ac.jp/medhospital/renkei/
renkei/yoyaku/iryou.html

医療連携支援センターでは、さらなるサービスの向上をめざし、
４人の新しいメンバーを迎えました。医療機関の皆様、どうぞよろしくお願いします。

「申込書」
「診療情報提供書」
も新しくなりました。

小林奈津江
（こばやし　なつえ・地域連携掛）
医療関係の仕事は初めてですが早く仕
事を覚えて皆さんのお役に立てるように
なりたいと思います。皆様からＦＡＸで
送られる申込書をもとに、迅速に手続き
を進めます。

西村友孝
（にしむらともたか・医療福祉支援掛長）
病院勤務は初めての経験ですが、早く
慣れるように日々精いっぱい努力してお
ります。関連病院の皆様からのご意見な
どもぜひお聞かせください。サービス改
善に活かします。

嘉数明子
（かかず　あきこ・地域連携掛）
まだまだ覚えることばかりですが、精一
杯頑張ります。よろしくお願いいたしま
す。電話でお待たせしないように努力し
ています！

三好直子
（みよしなおこ・地域連携掛長）
明るい笑顔でていねいに接することを心
がけています。患者さんとそのご家族、
関連病院の皆様のお役に立てるように
がんばります。

よろしくお願いします！

当病院の診療科教授からのメッセージです当病院の診療科教授からのメッセージです

当病院の耳鼻科はめまいや難聴を訴えて受診される患者さんがたくさん
ご利用されています。耳はデリケートな器官で傷つきやすく、それが原因で
炎症を起こしてしまうと聴覚だけでなく、バランス感覚にも影響を及ぼしま
す。めまいの原因はいろいろ考えられますので、多面的に患者さんの症状を
診て、正しい治療を行う必要があります。当科では耳鼻科が扱う病気をオー
ルラウンドに治療できるように他科との連携を大切にしています。診断がつ
かない症例、困った症例などがありましたら、いつでもご相談ください。

喜多村　健 先生
耳鼻咽喉科教授

2013 年4 月より東京医科歯科大学肝胆膵外科教授に着任
しました。前職の慶應義塾大学病院で培った低侵襲治療や難治
癌に対する高難度手術の経験を生かして、より多くの患者さんの
ニーズに応えたいと考えております。また、科学的エビデンスに
基づいたデータや画像を用いて患者さん自身が治療法を正しく理
解し選択できるように、わかりやすい説明を心がけています。肝
胆膵領域でご相談があれば、いつでもお気軽にご連絡ください。

田邉　稔 先生
肝胆膵外科教授
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取り扱うおもな疾患
聴覚障害、耳鳴、めまい・平衡障害、真珠腫性中
耳炎、花粉症を含むアレルギー性鼻炎、副鼻腔炎、
扁桃の病巣感染、声帯ポリープ、甲状腺疾患、唾液
腺疾患、口腔、咽頭、頸部の腫瘍、嚥下障害 など。

おもな診断・治療法
難聴症例の難聴遺伝子解析、突発性難聴に高気圧
酸素治療、耳鳴にTRT 療法、良性発作性頭位めま
い症に頭位治療、通常の気導補聴器で補聴効果が
得られない症例には埋め込み型骨導補聴器、アレ
ルギー性鼻炎にレーザー治療 などを行います。

取り扱うおもな疾患
肝腫瘍（肝細胞がん、肝内胆管がん、転移性肝がん、等）、
膵腫瘍（膵がん、膵内分泌腫瘍、等）、膵粘液嚢胞性腫瘍
（IPMN）、胆管がん、胆嚢がん、胆嚢 ポリープ、胆嚢・胆
管の炎症性疾患、胆石症、胆管結石症、先天性胆道拡張
症、急性・慢性膵炎、脾腫、門脈圧亢進症、肝不全など。

おもな診断・治療法
CT、MRI、超音波、内視鏡、PETなどで診断。当院は年間
約140例の肝切除、40例の膵切除を行う国内でも有数の
施設です（2011年）。肝切除における３次元画像支援ナビ
ゲーション、高度進行がんに対するオーダーメイド治療、
低侵襲な腹腔鏡下手術、など先進的医療を行っています。
肝不全の患者さんには、肝移植の適応評価を行っています。

耳鼻咽喉科
教授

インタビュー

新任教授
インタビュー

ご存知でした？
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腫瘍センターが利用しやすくなりました

医学部附属病院３階にあります。
お気軽にご相談ください。

がん相談支援室

総合がん・緩和ケア
外来ブース

事務室

東京医科歯科大学医学部附属病院の腫瘍センターは、2012年7
月に開設した中央診療部門の一つで、①化学療法、②緩和ケア、
③がん相談支援、④がん診療連携、⑤がん登録の5部門で活動して
います。2013年6月には、外来3階の旧医療福祉支援室跡に、緩
和ケア部門とがん相談支援部門が移動し、総合がん・緩和ケア外来
ブースとがん相談支援室および患者さん対応の事務室を開設しまし
た。外の壁には掲示板を設け、患者さん向けのパンフレットなどを常
時準備しています。がんに関するご相談がございましたら、どうぞお
気軽にお立ち寄りください。電話でのご相談もお受けしております。
また他の医療・福祉機関からのご相談にも対応しておりますので、
どうぞお気軽にお問い合わせください。（☎03-5803-4008）                             

事務室

医学部附属病院３階にあります。

総合がん・緩和ケア
外来ブース

がん相談支援室
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本部門では、がん化学療法管理者会、レジメン審査委員会、外来化学療法・注射センターWG
の3つの組織で、レジメン審査・登録、外来化学療法の運用等を行っています。

3階の専用ブースで、総合がん・緩和ケア外来を行っています。当面、初診の患者さんは金曜日
の午前中、腫瘍センター長の三宅先生が外来を担当させていただきますが、これ以外の時間帯で
もできるだけ対応しています。

院内外の患者さん・ご家族のがんの相談に対応しています。今までは5階の腫瘍センターでの対
応でしたが、6月からは3階に専用の面談室も開設しました。また、がんに関する様々なパンフレッ
トも準備しています。がん患者団体支援機構との共催で、がんサロンを毎月1回第4水曜日13時
30分～ 15時30分にA棟5階会議室で開催しています。

毎月第3木曜日（緩和ケアリンクナース会議と同じ日）の18時～ 19時に、キャンサーボードを開
催しています。講演会や情報提供の場として、歯学部を含む多職種のスタッフが参加しています。
今後は症例検討なども行い、医科歯科のがん診療における連携体制を 強化するよう活動を継続し
ます。

5階の腫瘍センターでは、毎日がん登録を行っています。がん登録は拠点病院の要件でもある院
内がん登録と東京都に報告する地域がん登録があります。院内がん登録は病院のがん診療の質を
示すもので、国立がん研究センターに報告します。

化学療法部門

緩和ケア部門

がん相談支援部門

がん診療連携部門

がん登録部門

1
2
3
4
5

御茶の水通信

東京医科歯科大学医学部附属病院の理念と基本方針
●理念： 安全良質な高度・先進医療を提供しつづける、

社会に開かれた病院
●目標： 1．患者中心の良質な全人的医療の提供

2．人間性豊かな医療人の育成
3．高度先進医療の開発と実践
4．国民のニーズに応える開かれた病院

医療連携支援センター
（地域連携室）

TEL : 03-5803-4655
FAX : 03-5803-0119

No.4

●紹介患者さんのスムーズな受け入れ
●難病治療部の初診予約受付
●一般診療の初診予約受付
●入院・退院患者さんとそのご家族のサポート
●その他の医療・福祉相談

医療連携支援センターの役割 TOPICS
●病院長からのごあいさつ
●事前予約の流れが変わりました
●インタビュー　耳鼻咽喉科／喜多村 健教授　肝胆膵外科／田邊 稔教授
●医療連携支援センター新メンバー紹介
●腫瘍センターが利用しやすくなりました

財団法人日本医療評価機構 認定病院

医学部附属病院
Tokyo Medical and Dental University

病院長のご挨拶

医師・看護師など医療系人材の不足が続く中で、限られた医療資源を有効に活用し、
地域のニーズに合った医療供給体制を設計するためには、各医療機関の皆様との連携が
大切です。当病院では患者さんの利便性を第一に考えるように努め、初診予約から退院時
の医療・福祉相談まで、総合的な医療サービスを提供するために、より良い医療連携を
構築したいと考えております。これを実現するためにも各医療機関の皆様のお力添えが不
可欠ですので、何卒ご協力のほどお願いいたします。

病院長からのごあいさつ
医学部附属病院長　田中雄二郎

病院長のご挨拶


